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本州南岸沖の停滞性雲システムの衛星風ベクトル

は，後二者はまだ十分に活用されるに至っていない．数

値予報モデルの精密化に伴って，中小規模現象予報の精

度向上が望まれているが，そのためには現在の高層観測

網の粗さを改善する必要があ為．そのような目的に関

し，ここでは本州南岸沖の中規模雲システムを例に衛星

風の算出を行い，第3図に示すような詳細なベクトル分

布を得る事が出来た．衛星風を数値予報モデルの初期解

析に利用するには，その精度や代表高度の決定，時間

的・空間的スケールの代表性等，多くの問題が残されて

いるが，海上も含めた広範囲にわたる継続的な同時観測

という面では，現在これ以上の手段は望めない．今回得

られたような風ベクトル分布も，衛星システムによる観

測無しには考えられないものであった．

　今回の衛星風ベクトル算出にはルーチソ観測（即ち30

分間隔の）画傑を使用したが，現在のGMSシステムで

も撮像領域を限定する等して画像時間間隔を変えれば，

更に精度の良いベクトルがより多く得られる事が期待で

きる（Takano・Saito，1985ら）．中小規模現象の観測

手段としての衛星システムの重要性は，衛星風ベクトル

のみならず，今後更に増すものと考えられる．
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月例会r第30回山の気象シンポジウム」のお知らせ

日　時　昭和61年6月21日（土）13：00から．

場所気象庁第1会議室（5F）
　講演希望の方は演題に200字以内のアブストラクトを

付して4月末日までに東京管区気象台業務課岡野光也

（〒100千代田区大手町1－3－4）まで郵送して下さい．
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